
35.12                               第３部  重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」における主要研究課題の研究成果

　　　 鹿児島所在琉球関係資料の情報化

                                               柳原敏昭：東北大学文学部

　計画研究「環東シナ海地域間交流史－江蘇・浙江・朝鮮－」(研究代表者：川勝賢亮・九州大学文学

部教授)所属の鹿児島大学研究グループ（大谷敏夫・柳原敏昭）では、総括班の協力を得て鹿児島大学

付属図書館玉里文庫、鹿児島市立美術館ならびに鹿児島尚古集成館が所蔵する琉球関係資料を調査し、

写真撮影をおこなった。鹿児島大学付属図書館玉里文庫ならびに鹿児島尚古集成館での撮影資料の明

細は別紙目録の通りである。

１．鹿児島大学附属図書館玉里文庫

　  玉里文庫は島津久光旧蔵書で、1951年に鹿児島大学が購入し、現在は同大学付属図書館に貴重書

として架蔵されている。本プロジェクトでは、和書漢籍一万八千九百余冊の中から琉球関係史料を

ピックアップして1996年１０月に撮影を行った

  (1)文献史料（マイクロフィルム化）

五事略、南聘紀考、市来氏琉球征伐日記、琉球渡海人数賦、琉球征伐記、琉球国史略、三国通覧図

説、質問本草内篇・外篇、質問本草、麑藩名勝考、南浦文集、南浦戯言、南浦掉歌（南浦文之関係

は自筆本と考えられている）、琉球国使价来聘、琉球冠船記録（慶応３年の最後の册封使渡琉に関

する文書の写本）

  (2)絵画史料

文政五年鹿児島城絵図（琉球館が見える）

琉球人行粧之図（幕末の琉球使節の行列を描く）

琉球人往来筋賑之図（同）

２．鹿児島市立図書館所蔵琉球関係絵画史料

　1996年12月、次の絵画史料の撮影を行った

　天保十四年鹿児島城下絵図屏風（琉球館、鹿児島に滞在している琉球の人々の姿が描かれている）、

琉球人御召之図（延享五年作画。おそらく写。薩摩から江戸に出発する琉球使節の船団を描く。船

名の記載あり）

３．鹿児島尚古集成館所蔵琉球関係資料

 (1) 絵画資料

「中城王子上国船行列図」(上・下)(2-2/書画、宝軸28)

「范仲淹書」(2-2/書画、宝軸11)

 (2) 文書資料

「琉球人之節次第」(6折、文化３年、琉球人音楽御暇之次第等他)



「琉球人御礼之次第」(4折、文化３年)

「琉球之一件」(2包、天保３年、琉球ﾖﾘ到来書附系図、賊徒横行など)

［・御料理方日記・](1冊、島津家御膳所頭･石原家関係資料)

「御献立留」(寛永７年より正徳６年頃まで、島津家御膳所頭･石原家関係資料)

「中城王子其外琉人江御料理被下候次第」(安永２年、島津家御膳所頭･石原家関係資料)

「島津家久琉球国征討事蹟」

「琉球征服始末」

　撮影はすべて有限会社ＪＤＲ(現社名「コンテンツ株式会社」)に依頼し、撮影フィルムは資料所蔵

者に寄贈した。また鹿児島大学玉里文庫資料・鹿児島市立図書館所蔵資料についてはCD-ROMを作成し、

これも資料所蔵者に寄贈した(電子化ファイルの作成も前記ＪＤＲに委託)。なお、撮影に際して、フ

ィルムやCD-ROMの複製を希望するものは、所蔵者に申請してその許可を得ることが取り決められてい

る。このことについてのお問合せ先は、下記の通りである。末筆ながらご高配を賜わった資料所蔵者・

機関に感謝の意を表します。

鹿児島大学玉里文庫資料・鹿児島市立図書館所蔵資料についてのお問合せ先

　　　 コンテンツ株式会社：〒　　　岡山市西崎１－１０－１

　　　　　　　　　　　　　   TEL.086-255-7848　　FAX.086-255-�


